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かわいい絵が窓ガラスを彩かわいい絵が窓ガラスを彩るる

～らくがき大～らくがき大会会iinn西西児童館～児童館～
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【
投
票
】

　
投
票
に
は
、
投
票
所
入
場
券

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
　
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
な
く
し
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
掌

１２

１６

□
時
間
　
午
前
７
時
～
午
後
７

時
□
投
票
所
　
地
域
公
民
館
な
ど

　
か
所
（
投
票
場
所
は
投
票

２１所
入
場
券
の
位
置
図
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

□
投
票
で
き
る
人
　
大
泉
町
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
（
平
成
４
年
　
月
　

１２

１７

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
　
年
９
月
３
日
以
前
に

２４

住
民
票
が
作
成
さ
れ
引
き
続

き
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
人
）

【
投
票
所
入
場
券
】

　
投
票
所
入
場
券
は
、
郵
送
に

よ
り
お
届
け
し
ま
す
。

【
投
票
の
方
法
】

　
今
回
は
、
衆
議
院
小
選
挙
区

選
出
議
員
選
挙
、
衆
議
院
比
例

代
表
選
出
議
員
選
挙
お
よ
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

３
種
類
の
投
票
が
あ
り
ま
す
。

①
小
選
挙
区
選
挙
　
投
票
用
紙

に
候
補
者
の
氏
名
を
記
載

し
、
投
票
し
ま
す

②
比
例
代
表
選
挙
　
投
票
用
紙

に
政
党
の
名
称
ま
た
は
略
称

を
記
載
し
、
投
票
し
ま
す
（
候

補
者
名
を
記
載
す
る
と
無
効

に
な
り
ま
す
）

③
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
　
投
票
用
紙
に
裁
判
官
の

名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
や
め
さ
せ
た
い
裁
判

官
に
「
×
」
を
記
載
し
、
や

め
さ
せ
た
い
裁
判
官
が
い
な

い
場
合
は
投
票
用
紙
に
は
何

も
書
か
ず
に
投
票
し
ま
す

※
比
例
代
表
選
挙
と
国
民
審
査

の
投
票
用
紙
は
同
時
交
付
、
同

時
記
載
、
別
々
投
か
ん
と
な
り

ま
す
。

　衆議院の解散による総選挙および最高裁判所裁

判官国民審査の投票が１２月１６日掌に行われます。

　小選挙区選挙では、群馬県内を５つの選挙区に

分け、各選挙区から１人選挙します（大泉町は群

馬県第３区です）。

　比例代表選挙では、群馬県は北関東選挙区（群

馬県・茨城県・栃木県・埼玉県、定数２０人）と

なります。

　棄権をすることのないように、あなたの大事な

一票を投じましょう。

一
票

あ
な
た
の
大
事
な

を
投
じ
て
く
だ
さ
い

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

１２月１６日掌投票日は
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【
期
日
前
投
票
】

　
投
票
は
、
投
票
日
に
そ
れ
ぞ

れ
投
票
所
で
行
う
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
投
票
日
に
仕
事
や
旅

行
な
ど
の
た
め
投
票
所
で
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
前
も
っ
て
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
期
間
　
　
月
５
日
昌
～
　
日

１２

１５

松
（
た
だ
し
、
国
民
審
査
は

　
月
９
日
掌
～
　
日
松
）

１２

１５

□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
８
時

□
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル

□
持
参
す
る
物
　
投
票
所
入
場

券

【
不
在
者
投
票
】

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
た
め
投
票
所
で
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
不
在

者
投
票
制
度
を
利
用
し
て
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
期
間
　
　
月
５
日
昌
～
　
日

１２

１５

松
（
た
だ
し
、
国
民
審
査
は

　
月
９
日
掌
～
　
日
松
）

１２

１５

①
指
定
病
院
な
ど
で
投
票
を
す

る
場
合
　
指
定
病
院
に
入
院

な
ど
し
て
い
る
人
は
そ
の
施

設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
入
所
し

て
い
る
施
設
に
ご
確
認
く
だ

さ
い

②
郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票
を
す

る
場
合
　
身
体
障
害
者
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持

ち
の
人
は
障
害
の
場
所
や
程

度
に
よ
っ
て
、
ま
た
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護

状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」

の
人
は
自
宅
な
ど
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
投
票
を
希
望
す
る

人
は
事
前
に
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

③
他
市
町
村
で
投
票
を
す
る
場

合
　
仕
事
や
旅
行
な
ど
に
よ

り
他
市
町
村
に
滞
在
を
し
て

い
て
、
投
票
日
当
日
に
大
泉

町
内
の
指
定
さ
れ
た
投
票
所

で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
滞

在
地
の
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者

投
票
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人

は
、
お
早
め
に
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
開
票
】

　
開
票
は
、
即
日
開
票
で
、
　
１２

月
　
日
掌
の
午
後
８
時
（
予
定
）

１６
か
ら
役
場
３
階
大
会
議
室
を
開

票
所
と
し
て
行
い
ま
す
。

　
投
票
お
よ
び
開
票
の
状
況
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
内
線
２
２
２
）
へ
。

選  挙

���������������������

日の出５５番１号

大泉　太郎　様

大泉　花子　様

大泉　町子　様

投　票　日　　　平成２４年　１２月　１６日　（日）

※　詳しくはホームページ又は広報をご覧ください。

※　この入場券は平成24年11月14日現在で作成したものです。

〒370-0595　群馬県邑楽郡大泉町日の出55番1号

邑楽郡大泉町選挙管理委員会

お問い合わせ 0276-63-3111（代表）

�������������������

�������������������������

������

投票区 名簿頁 名簿番号

氏名

投票所名

性別 受付

平成２４年１２月１６日
午前７時から
午後７時まで

平成２４年１２月１６日 午前７時から
午後７時まで

平成２４年１２月１６日
午前７時から
午後７時まで

投票区 名簿頁 名簿番号

氏名

投票所名

性別 受付

投票区 名簿頁 名簿番号

氏名

投票所名

性別 受付

投票区 名簿頁 名簿番号

氏名

投票所名

性別 受付

���� � � �

�

����

����

�

�

大泉　町子　様

ｵｵｲｽﾞﾐ ﾏﾁｺ

ｵｵｲｽﾞﾐ  ﾊﾅｺｵｵｲｽﾞﾐ  ﾀﾛｳ

大泉　太郎　様 大泉　花子　様

○○公民館 ○○公民館

○○公民館

���� ������ �������

���������������

����������

�����������

�������

������
�����
�����

【お知らせ】
◎この投票所入場券のご本人部分をキリトリ線で切り離して投票
所にお持ちください。
◎この投票所入場券を紛失した場合は、投票所の係員に申し出て
ください。
◎この投票所入場券がお手元に届いても、住所異動等により投票が
できなくなる場合があります。
◎投票日当日（１２月１６日）の投票所は下の図のとおりです。

【期日前投票】
◎投票日当日に都合が悪い方は、期日前投票ができます。
期間：１２月５日（水）～１２月１５日（土）
　　　※ただし、国民審査の期日前投票期間は次のとおりです。
　　　 　期間：１２月９日（日）～１２月１５日（土）
時間：午前８時３０分～午後８時
場所：大泉町役場　１階　町民ホール
持参するもの：投票所入場券

第　●投票区　○○公民館

男 女

女 ��

3 7 0 0 5 9 5

衆 　 議　  院　 議 　員  　総　  選  　挙

最 高 裁 判 所 裁 判 官 国 民 審 査
投票所入場券 投票所入場券投票所入場券

衆  議  院  議  員  総  選  挙

最 高 裁 判 所 裁 判 官 国 民 審 査
投票所入場券 投票所入場券

選挙管理委員会からの

お知らせです

投票所の

地図が入ります

投票所入場券です

ミシン目で切り離して

お持ちください

宛名面です
ゆっくり丁寧に
開いてください

衆  議  院  議  員  総  選  挙

最 高 裁 判 所 裁 判 官 国 民 審 査

衆  議  院  議  員  総  選  挙

最 高 裁 判 所 裁 判 官 国 民 審 査

衆  議  院  議  員  総  選  挙

最 高 裁 判 所 裁 判 官 国 民 審 査

　入場券はがきは三つ折の圧着式はが

きで、内側が氏名を記載した入場券に

なっています。入場券はがきを丁寧に

開き、ご自分の入場券をミシン目に

沿って切り離して投票所にお持ちくだ

さい。

　今までは１人１枚ずつ投票所入場券

はがきをお送りしていましたが、今回

の選挙から世帯ごとに有権者４人まで

を１枚にまとめた圧着式はがきの入場

券に変わります。世帯の有権者が５人

以上の場合は、複数枚郵送します。

投票所入場券が変わります

※ゆっくり丁寧に

開いてください。

投
票
所
入
場
券

お
知
ら
せ
・
地
図

宛
名
面

■投票所入場券はがきを開いたときのイメージ

大事な一票を投じてください

冗町選挙管理委員会（内線２２２）
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こ
の
度
、
宮
永
義
太
郎
氏
が

旭
日
単
光
章
を
、
石
塚
幾
雄
氏

と
島
田
金
壽
氏
が
藍
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
栄
え
あ
る
受
章
を
、
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
振
興
功
労
に
よ
り
、
宮

永
義
太
郎
氏
が
旭
日
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
昭
和
　
年
７
月
、
大

６２

泉
町
農
業
委
員
に
初
当
選
、
町

の
農
業
振
興
と
農
家
経
営
の
合

理
化
に
力
を
注
ぎ
、
平
成
　
年
１１

７
月
に
は
農
業
委
員
会
長
に
就

任
。
以
来
、
９
年
間
に
わ
た
り
、

農
業
行
政
に
積
極
的
に
提
言

し
、
顕
在
す
る
農
業
問
題
の
調

査
・
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
だ

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
功
績
に
よ
り
、
石

塚
幾
雄
氏
が
藍
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
昭
和
　
年
に
民
生
委

６０

員
児
童
委
員
に
推
さ
れ
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
。
平
成
　１０

年
に
は
大
泉
町
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
長
に
就
任
。
持
ち

前
の
責
任
感
と
指
導
力
に
よ
り

充
実
し
た
協
議
会
の
運
営
を
行

う
と
と
も
に
、
　

年
余
に
わ
た

２５

り
住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
消
防
功
績
に
よ
り
、
島
田
金

壽
氏
が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　
氏
は
、
昭
和
　
年
４
月
に
太

５０

田
地
区
消
防
組
合
大
泉
消
防
団

に
入
団
し
、
以
来
　
年
余
に
わ

３７

た
り
第
一
線
で
活
躍
。
平
成
　２１

年
か
ら
は
副
団
長
と
し
て
優
れ

た
指
導
力
を
発
揮
し
、
今
日
ま

で
率
先
し
て
団
員
の
育
成
・
資

質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
消
防
団
発
展
な
ど
に
献
身

的
に
尽
力
し
て
い
る
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章

　
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

４
回
目
の
接
種
（
追
加
接
種
）

は
、
定
期
接
種
の
対
象
外
で
し

た
が
、
国
で
有
効
性
と
安
全
性

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
定

期
接
種
と
し
て
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
４
回
目
の

接
種
は
、
初
回
接
種
（
３
回
）

終
了
後
、
お
お
む
ね
１
年
後
に

１
回
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
追
加
接
種
分
の
予
診
票
は
平

成
　
年
４
月
頃
郵
送
す
る
予
定

２５
で
す
。
な
お
、
す
で
に
任
意
（
自

費
）
に
て
初
回
接
種
が
お
済
み

で
、
平
成
　
年
４
月
以
前
に
追

２５

加
接
種
を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ

ん
は
健
康
づ
く
り
課
へ
予
診
票

を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
追
加
接
種
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

健
康
づ
く
り
課
　
察
　
・
２
１
２
１

６２

 宮  永  義  太  郎 氏
みや なが よし た ろう

（１４区・７５歳）

 石  塚  幾  雄 氏
いし づか いく お

（２５区・７９歳）

 島  田  金  壽 氏
しま だ きん じ

（１９区・６３歳）

■
石
塚
幾
雄
氏
が

　
藍
綬
褒
章
を
受
章

■
島
田
金
壽
氏
が

　
藍
綬
褒
章
を
受
章

■
宮
永
義
太
郎
氏
が

　
旭
日
単
光
章
を
受
章
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　１２月４日昇から１０日捷は人権週間です。

　人権は、私たち１人ひとりが生まれなが

らにして持っている権利であると同時に、

守られるべき権利です。いじめ、虐待、セ

クハラやそのほか人権に関わる悩みごとが

ありましたら、１人で抱え込まずに、ご相

談ください。

【相談窓口】

・みんなの人権１１０番…緯０５７０・００３・１１０

（差別や虐待などさまざまな人権問題に

ついての相談）

・女性の人権ホットライン…緯０５７０・０７０・８１０

（配偶者やパートナーからの暴力、セク

シュアルハラスメントなど、女性をめぐ

る人権問題についての相談）

・こどもの人権１１０番…緯０１２０・００７・１１０

（いじめや不登校、親からの虐待など、子

どもをめぐるさまざまな人権問題につい

ての相談。大人も利用可能）

・インターネット人権相談受付窓口…

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html

※詳しくは、国際協働課（内線２１２）へ。

人権週間が始まります

　
町
労
働
教
育
委
員
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
一

環
と
し
て
、
勤
労
者
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
買
い
物

や
食
事
を
す
る
こ
と
が
地
域
の

復
興
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
松

２５

２６

□
時
間
　
午
前
７
時
役
場
駐
車

場
集
合

□
場
所
　
い
わ
き
市
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
「
い
わ
き
・
ら
・
ら
・

ミ
ュ
ウ
」
（
震
災
時
の
講
話
・

買
い
物
）
、
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ
（
自
由
行
動
・

自
由
昼
食
）

□
対
象

・
町
内
在
住
の
勤
労
者
と
そ
の

家
族

・
町
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る
人
と
そ
の
家
族

□
定
員
　
　
人
（
申
込
多
数
の

９０

場
合
は
抽
選
、
最
小
催
行
人

数
　
人
）

２０

□
申
込
方
法

・
申
込
用
紙
（
商
工
課
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
商
工
課
へ
直
接
申

し
込
む
（
受
付
日
時
は
、
月
～

金
曜
日
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
５
時
　
分
）

１５

・
申
込
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
お

よ
び
同
行
者
の
氏
名
、
年
齢
、

学
校
名
、
学
年
、
申
込
者
と

の
続
柄
を
必
ず
明
記
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
７
９
２

６３

７
）
で
商
工
課
へ
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
晶
　

１２

２１

必
着

□
費
用
（
入
場
料
、
バ
ス
代
な
ど
）

・
３
歳
未
満
…
無
料

・
３
歳
～
未
就
学
児
…
１
５
０
０
円

・
小
学
生
…
２
０
０
０
円

・
中
学
生
以
上
…
３
０
０
０
円

□
注
意
事
項

・
年
齢
は
、
平
成
　
年
１
月
　

２５

２６

日
時
点
で
の
年
齢
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い

・
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

・
参
加
費
の
納
入
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
参
加
者
決
定
後

に
通
知
し
ま
す
（
　
月
下
旬

１２

に
決
定
通
知
を
発
送
予
定
）

※
詳
し
く
は
、
商
工
課
へ
。

勤
労
者
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

商
工
課
　
　
　
　
内
線
１
３
７

　スプレー缶などが、ほかのごみの中に混

入した場合、可燃性ガスに引火し火災の原

因となります。毎年、全国各地にて、ごみ

収集車の車両火災事故が発生しており、非

常に危険です。

　ごみ出しのルールを守って、安全な分別

収集にご協力ください。

【スプレー缶・携帯用燃料缶・使い捨てライ

ターの出し方】

・必ず資源ごみの日に出してください（ほ

かのごみに混ぜない）

・中身を使い切ってください

・スプレー缶、携帯用燃料缶などは、完全

に使い切った後、火の気のない風通しの

よい所で穴をあけて出してください

※詳しくは、環境課（内線１３２）へ。

スプレー缶などは使い切って、

資源ごみとして出してください

１２月１０日は「人権デー」
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【
児
童
手
当
の
申
請
】

　
出
生
な
ど
で
児
童
を
養
育
す

る
こ
と
に
な
っ
た
人
、
町
に
転

入
し
て
き
た
人
は
、
子
育
て
支

援
課
（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務

先
）
に
申
請
が
必
要
で
す
。

□
申
請
で
き
る
人
　
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
で
、
支
給
対
象
と
な
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母

な
ど
の
う
ち
所
得
の
多
い
人

□
対
象
と
な
る
児
童
　
日
本
国

内
に
居
住
す
る
（
留
学
の
場

合
な
ど
を
除
く
）
０
歳
～
　１５

歳
の
児
童
。
な
お
、
　

歳
に

１５

な
っ
た
児
童
は
最
初
の
３
月

ま
で
支
給
対
象
で
す

□
所
得
制
限
　
申
請
者
の
前
年

分
の
所
得
に
応
じ
て
下
表
の

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

□
手
当
の
額
　
下
表
の
と
お
り

（
所
得
制
限
額
以
上
の
人
は
、

特
例
給
付
と
し
て
児
童
一
人

あ
た
り
一
律
５
０
０
０
円
の

手
当
を
支
給
し
ま
す
）

□
支
払
月
　
原
則
と
し
て
、
６

月
・
　

月
・
２
月
に
、
そ
れ

１０

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の
手
当

を
支
払
い
ま
す

【
申
請
は
お
早
め
に
】

　
手
当
は
、
申
請
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
申

請
が
遅
れ
た
場
合
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
月
末
の
出

生
や
転
入
な
ど
の
場
合
は
、
出

生
日
の
翌
日
か
ら
　
日
以
内
、

１５

転
入
の
場
合
は
前
住
所
地
の
転

出
予
定
日
の
翌
日
か
ら
　
日
以

１５

内
に
申
請
を
す
れ
ば
、
出
生
日

や
転
出
予
定
日
の
翌
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

【
児
童
手
当
の
寄
附
】

　
法
律
に
よ
り
児
童
手
当
の
支

払
を
受
け
る
前
に
、
全
部
ま
た

は
一
部
を
町
に
寄
附
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
寄
附
は
子
育
て

支
援
の
事
業
の
た
め
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課

へ
。

　
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
（
平

成
　
年
度
～
　
年
度
）
に
基
づ

１９

２３

き
、
平
成
　
年
３
月
に
策
定
し

２０

た
水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事

業
の
中
期
経
営
計
画
（
計
画
期

間：

平
成
　
年
度
～
　
年
度
）

１９

２３

に
つ
い
て
平
成
　
年
度
～
　
年

１９

２３

度
ま
で
の
決
算
に
基
づ
き
、
最

終
報
告
を
し
ま
す
。

【
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
最

終
報
告
】

　
水
道
事
業
は
、
景
気
後
退
や

中
期
経
営
計
画
の
最
終
報
告

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　

児
童
手
当
の
申
請

子
育
て
支
援
課
　
察
　
・
２
６
３
１

５５

所得制限

限　度　額

扶養親族

などの人数

６２２万円０人

６６０万円１人

６９８万円２人

７３６万円３人

７７４万円４人

８１２万円５人

※扶養親族数が６人以上の限度額は、１

人につき３８万円を加算した額です。な

お、平成２５年１月分～５月分の手当に

ついては前々年の所得を審査します。

所得には一定の控除があります。

月額区分

１５，０００円３歳未満

１０，０００円第１・２子３歳以上

小学校終了前 １５，０００円第３子以降

１０，０００円中学生

５，０００円
所得制限額以上

（０歳～中学生）

※第何子目かは、養育する１８歳になっ

た最初の３月３１日までの児童のうち、

年長から順に数えます。

■所得制限額一覧表

■手当の額（児童１人あたりの支給月額）

水
道
課
・
下
水
道
課
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節
水
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、

水
需
要
の
減
少
が
続
き
、
料
金

収
入
が
減
少
し
て
経
営
面
に
お

い
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、

企
業
債
の
繰
上
償
還
の
実
施
や

業
務
を
見
直
し
、
委
託
業
務
を

統
合
し
て
委
託
の
拡
大
に
よ

り
、
職
員
人
件
費
の
削
減
に
取

り
組
み
、
健
全
経
営
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
配
水
管
布

設
替
工
事
や
浄
配
水
場
の
施
設

整
備
に
取
り
組
み
、
安
心
・
安

全
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
、
効
率
的
・
計
画
的

な
事
業
運
営
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

【
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画

最
終
報
告
】

　
事
業
計
画
の
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
下
水
道
普
及
率
、
一
般
会

計
繰
入
金
は
目
標
を
達
成
し
、

ま
た
、
経
営
基
盤
強
化
の
た
め

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

還
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
経
営
健
全
化
に
取
り

組
み
、
効
率
的
・
計
画
的
な
事

業
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
中
期
経
営
計
画
の
最
終
報
告

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
水
道
課
（
内
線
１

６
０
）
、
ま
た
は
下
水
道
課
（
内

線
１
６
２
）
へ
。

主な内容金額

繰上げ償還額

２０１，２３２

△３０，１１６計画企業債利息の

支払負担軽減額 △３０，１１６決算

職員４人減
△２３，４００計画

職員人件費の削減
△３２，０３４決算

委託方法の見直し
△８００計画

委託方法の見直し
△１，５０４決算

△５４，３１６計画
合　　計

△６３，６５４決算

■経費節減などの取り組みによる効果

結　果目　標

２２．１％２０．４％下水道普及率

７２．９％増　加
供用開始区域内

水洗化率

備　考利子負担軽減額繰上償還額

利率５％以上７％未満△６，８５５１８，３７９

■下水道普及率など

■公的資金補償金免除繰上償還の実施

　冬の県民交通安全運動が、１２月１日松から

１０日捷までの１０日間、実施されます。

□運動の目的　県民１人ひとりに交通安全思

想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守

と正しい交通マナーの実践を習慣づけ、相

手の立場に立った「優しさ」と「思いやり」

のある運転や行動を実践し、交通マナー向

上の先進県を目指すとともに交通事故防止

の徹底を図る

□スローガン　「事故のない　群馬はあなた

の　注意から」

□運動の重点

・高齢者の交通事故防止

・夕暮れどきと夜間の交通事故防止

・飲酒運転の根絶

・交差点事故・追突事故の防止

【運転免許自主返納支援】

　町では、高齢者による交通事故の減少を目

的として、運転免許自主返納支援事業を行っ

ています。

□対象　町内在住の６５歳以上の運転免許保

有者で、平成２３年４月１日以降に、運転免

許証を大泉警察署へ自主返納した人

□支援内容

・公共バス（広域公共バスあおぞらおよび町

内循環バスさわやか）回数券の交付

・写真付住民基本台帳カードの交付を受ける

際の手数料免除

※支援内容については、それぞれ１回に限り

ます。詳しくは、安全安心課（内線２２４）へ。

冬の

県民交通安全運動

　農業委員会委員選挙人名簿登載について

は、毎年１回、登載申請が必要です。この申

請に基づいて選挙人名簿が作成されます。

　なお、申請書は、１２月中旬に農事支部長さ

んを通じて、該当世帯に配布します。該当す

る人は、必ず登載申請をしてください。

※詳しくは、町選挙管理委員会（内線２２２）

へ。

農業委員会委員

選挙人名簿登載

単位：千円

単位：千円
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２
５
）
、
ま
た
は
太
田
年
金
事
務
所

（
緯
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

　
大
泉
交
通
安
全
協
会
で
は
、
平

成
　
年
春
の
優
良
自
動
車
運
転
者

２５
表
彰
の
受
賞
候
補
者
を
受
け
付
け

ま
す
。

□
表
彰
区
分
（
い
ず
れ
も
交
通
安

全
協
会
員
で
あ
る
人
）

・
旭
日
金
冠
章
…
無
事
故
・
無
違

反
が
　
年
以
上
で
、
す
で
に
金

４０

冠
金
章
を
受
け
て
い
る
人

・
金
冠
金
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
　
年
以
上
で
、
す
で
に
金
冠

３０
銀
章
を
受
け
て
い
る
人

・
金
冠
銀
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
　
年
以
上
で
、
す
で
に
金
章

２０
を
受
け
て
い
る
人

・
金
章
…
無
事
故
・
無
違
反
が
　１５

年
以
上
で
、
す
で
に
銀
章
を
受

け
て
い
る
人

・
銀
章
…
無
事
故
・
無
違
反
が
　１０

年
以
上
で
、
す
で
に
銅
章
を
受

け
て
い
る
人

・
銅
章
…
無
事
故
・
無
違
反
が
５

年
以
上
の
人

□
申
請
方
法
　
無
事
故
・
無
違
反

証
明
書
（
　
月
１
日
以
降
発
行

１２

の
も
の
）
、
表
彰
申
請
書
、
念
書

を
添
え
て
大
泉
交
通
安
全
協

会
、
ま
た
は
交
通
安
全
協
会
支

部
長
へ
申
請
す
る

□
申
請
期
間
　
　
月
３
日
　
～
平

１２

（月）

成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２５

（金）

□
問
い
合
わ
せ
先
　
大
泉
交
通
安

全
協
会
、
ま
た
は
各
支
部
長
へ

・
大
泉
東
支
部
長
　
斉
藤
詔
一
さ

ん
（
緯
　
・
３
７
７
６
）

６３

・
大
泉
中
支
部
長
　
武
藤
和
弘
さ

ん
（
緯
　
・
２
６
７
０
）

６２

・
大
泉
西
支
部
長
　
國
森
武
彦
さ

ん
（
緯
　
・
４
６
６
０
）

６３

・
大
泉
南
支
部
長
　
島
田
金
壽
さ

ん
（
緯
　
・
５
９
３
４
）

６２

□
注
意
事
項
　
無
事
故
・
無
違
反

証
明
書
は
、
発
行
代
金
が
６
３

０
円
か
か
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
大
泉
交
通
安
全
協

会
（
緯
　
・
２
６
８
７
）
へ
。

６２

　
大
泉
町
さ
け
と
遊
ぶ
会
で
は
、

さ
け
の
受
精
卵
の
配
布
を
行
い
ま

す
。

□
期
日
　
　
月
２
日
　

１２

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
（
雨

１０

１１

天
決
行
）

□
場
所
　
中
央
公
園
（
役
場
駐
車

場
南
側
）

□
持
参
す
る
物
　
受
精
卵
を
入
れ

る
容
器
（
大
き
な
コ
ッ
プ
な
ど
）

※
ふ
化
し
た
さ
け
の
稚
魚
は
、
各

家
庭
で
育
て
て
い
た
だ
き
、
後
日

利
根
川
河
川
敷
で
一
斉
放
流
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
大
泉
町
さ
け
と

遊
ぶ
会
事
務
局
（
緯
　
・
６
７
１

６２

３
）
へ
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本

人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申

請
す
る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
に

は
、
全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
の
４
段
階
が
あ
り
ま

す
。
　
こ
の
う
ち
全
額
免
除
以
外
は
、

納
付
す
べ
き
保
険
料
の
一
部
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
部
免
除
と

い
い
ま
す
。
こ
の
一
部
免
除
を
受

け
た
保
険
料
の
残
り
の
保
険
料
、

つ
ま
り
免
除
を
受
け
て
い
な
い
保

険
料
は
、
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
保
険
料
の
納
付

を
怠
る
と
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も

保
険
料
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
納
期

限
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料

は
、
翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
２
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た

場
合
で
も
、
残
り
の
免
除
さ
れ
て

い
な
い
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
こ

の
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内
線
１

【広告】 【広告】

住
民
課

国
民
年
金
保
険
料
の

免

除

制

度

大
泉
町
さ
け
と
遊
ぶ
会
事
務
局

さ

け

の

受

精

卵

無

料

配

布

大
泉
交
通
安
全
協
会

平
成
　

年
春
の
優
良

２５

自
動
車
運
転
者
表
彰

広 告広 告
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■調理済み給食の放射性物質測定結

果について

　町では、１０月２２日に、町内の町

立・私立保育園、私立幼稚園、小中

学校の給食について、放射性物質（放

射性ヨウ素１３１、放射性セシウム１３４・

１３７）の検査を行いましたが、放射性

物質は検出されませんでした。

■給食用食材の放射性物質測定結果

について

　県では、給食用食材について、次

のとおり放射性物質（放射性ヨウ素

１３１、放射性セシウム１３４・１３７）の

検査を行いました。

【学校給食用食材】

□期日　１０月１６日

□対象　町内の学校給食用食材（群

馬県産キャベツ）

□結果　不検出

【町内保育園給食用食材】

□期日　１１月６日、７日、１３日

□対象　町内保育園給食用食材（北海

道産にんじん、群馬県産きゅうり・

キャベツ・柿、長野県産りんご、茨

城県産さつまいも）

□結果　不検出

■水道水の安全性

　１１月１４日に東部地域水道事務所

（千代田町）で県が行った測定結果

では、放射性物質は検出されず、飲

用に支障がないことが確認されてい

ます。

　
公
正
な
採
用
選
考
を
行
う
基
本

は
、
応
募
者
に
広
く
門
戸
を
開
く

こ
と
、
本
人
の
持
つ
適
性
・
能
力

以
外
の
こ
と
を
採
用
基
準
に
し
な

い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
企
業
の
皆

さ
ん
に
は
、
特
に
就
職
差
別
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
次
の
事
項

に
つ
い
て
、
絶
対
に
情
報
収
集
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
、
公

正
な
採
用
選
考
へ
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

□
本
人
に
責
任
の
な
い
事
項

・
本
籍
・
出
生
地
に
関
す
る
こ
と

・
家
族
に
関
す
る
こ
と
（
職
業
、

続
柄
、
健
康
、
地
位
、
学
歴
、

収
入
、
資
産
な
ど
）

・
住
宅
状
況
に
関
す
る
こ
と
（
間

取
り
、
部
屋
数
、
住
宅
の
種
類
、

近
隣
の
施
設
な
ど
）

・
生
活
環
境
・
家
庭
環
境
な
ど
に

関
す
る
こ
と

□
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き
事
項

・
宗
教
に
関
す
る
こ
と

・
支
持
政
党
に
関
す
る
こ
と

・
人
生
観
・
生
活
信
条
な
ど
に
関

す
る
こ
と

・
尊
敬
す
る
人
物
に
関
す
る
こ
と

・
思
想
に
関
す
る
こ
と

・
労
働
組
合
・
学
生
運
動
な
ど
社

会
運
動
に
関
す
る
こ
と

・
購
読
新
聞
・
雑
誌
・
愛
読
書
な

ど
に
関
す
る
こ
と

□
そ
の
他
の
事
項

・
身
元
調
査
な
ど
の
実
施

・
全
国
高
等
学
校
統
一
応
募
用

紙
・
J
I
S
規
格
履
歴
書
に
な

い
事
項
を
含
ん
だ
応
募
社
用
紙

の
使
用

・
特
に
必
要
な
場
合
を
除
く
、
採

用
選
考
時
の
健
康
診
断
の
実
施

※
詳
し
く
は
、
県
労
働
政
策
課
（
緯

０
２
７
・
２
２
６
・
３
４
０
７
）
、
ま

た
は
群
馬
労
働
局
職
業
安
定
部
職

業
安
定
課
（
緯
０
２
７
・
２
１
０
・

５
０
０
７
）
へ
。
ま
た
、
採
用
選

考
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
2
.m
hlw
.g
o.

jp
/top
ics/top

ics/sa
iyo/sa

iyo2
.ht

m

）
へ
。

　
町
で
は
、
き
れ
い
な
街
や
川
に

す
る
た
め
に
、「
水
の
循
環
」
の
中

で
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
下

水
道
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
工

事
場
所
、
完
成
期
日
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
工
事
中
、
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
西
小
泉
一
丁
目
地
内
】

□
工
事
完
成
期
日
　

　
平
成
　
年
２
月
１
日
　

２５

（金）

□
交
通
規
制
　
全
面
通
行
止
め
お

よ
び
片
側
通
行
止
め

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
（
内
線

１
６
２
）
へ
。

【広告】 【広告】

東日本大震災

関連情報

下
水
道
課

下

水

道

工

事

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

県
労
働
政
策
課

公

正
な
採

用

選

考
を

目

指

し

て

■位置図
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ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」（
曲
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

□
費
用
　
無
料
（
社
会
福
祉
施
設

へ
寄
附
す
る
た
め
、
不
要
な
タ

オ
ル
・
せ
っ
け
ん
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
会
場
受
付
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

ス
バ
ル
地
域
交
流
会
事
務
局
（
緯

　
・
２
０
１
１
）
へ
。

２６□
期
日
　
毎
月
第
１
日
曜
日
（
た

だ
し
、
１
月
は
お
休
み
し
ま
す
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
（
朝
日
４

の
７
の
１
）

□
内
容
　
お
も
ち
ゃ
の
修
理
（
持

ち
込
み
は
１
人
２
点
ま
で
）

□
対
象
　
大
泉
町
・
邑
楽
町
・
千
代

田
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

□
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
部
品

交
換
が
必
要
な
場
合
は
実
費
負

担
）

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
い

ず
み
の
杜
（
緯
　
・
０
０
３
５
）
へ
。

２０

　　
防
衛
省
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し

　
歳
以
上
　
歳
未
満
（
平
成
　

１５

１７

２５

年
４
月
１
日
現
在
）
の
男
子
で

中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

（
見
込
み
の
人
を
含
む
）

□
試
験
日
（
１
次
試
験
）
　
平
成
　２５

年
１
月
　
日
　

１９

（土）

□
試
験
場
所
　
勢
多
会
館
（
前
橋

市
南
町
４
の
　
の
３
）

３０

□
受
付
期
限
　
平
成
　
年
１
月
７

２５

日
　（月）

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
太
田
出
張
所
（
緯
　
・
４５

５
５
６
３
）
へ
。

【
有
期
労
働
契
約
法
の
新
し
い

ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
】

□
８
月
　
日
（
公
布
日
）
に
施
行

１０

さ
れ
た
ル
ー
ル

・
「
雇
止
め
法
理
」
の
法
定
化
…
最

高
裁
判
例
で
確
立
し
た
「
雇
止

め
法
理
」
が
、
そ
の
ま
ま
の
内

容
で
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し

た
。
一
定
の
場
合
に
は
、
使
用

者
に
よ
る
雇
止
め
が
認
め
ら
れ

ま
せ
ん

□
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

２５

さ
れ
る
ル
ー
ル

・
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
…
有

期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ

て
通
算
５
年
を
超
え
た
と
き

は
、
労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ

り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約
（
無
期
労
働
契
約
）
に
転

換
で
き
ま
す

・
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
…

有
期
契
約
労
働
者
と
無
期
契
約

労
働
者
と
の
間
で
、
期
間
の
定

め
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
不
合
理

な
労
働
条
件
の
相
違
を
設
け
る

こ
と
を
禁
止
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
hlw
.g
o

.jp/seisa
kunitsuite/b

unya
/koyou

_
rou
d
ou
/rou
d
ou
kiju
n
/ke
iya
ku
/k

a
isei/ind

ex.htm
l

）
、
ま
た
は
群
馬

労
働
局
監
督
課
（
緯
０
２
７
・
２

１
０
・
５
０
０
３
）
、
各
労
働
基
準

監
督
署
へ
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２６

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
～
６
時
　
分
頃

３０

□
場
所
　
館
林
市
大
島
公
民
館
（
館

林
市
大
島
町
４
３
７
５
の
１
）

□
内
容
　
１
対
１
ト
ー
ク
タ
イ

ム
、
パ
ン
・
ジ
ャ
ム
・
バ
タ
ー

作
り
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
、
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
発
表

□
対
象
　
　
代
～
　
代
前
半
の
独

３０

４０

身
女
性

□
定
員
　
　
人
程
度
（
定
員
に
な

１０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
間
　
　
月
３
日
　
～
平

１２

（月）

成
　
年
１
月
　
日
　

２５

１１

（金）

□
参
加
費
　
２
０
０
０
円

※
男
性
は
　
代
～
　
代
の
農
業
後

３０

４０

継
者
が
参
加
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
園
芸
指
導
課
（
緯

　
・
４
９
９
１
）
へ
。

７３□
期
日
　
　
月
２
日
　

１２

（日）

□
時
間
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
　
分
開
場
）

３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
演
奏
曲
　
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
ジ
ョ

イ
フ
ル
」
「
ジ
ョ
イ
・
ト
ゥ
ー
・

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
「
ウ
ィ
ン
タ
ー

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田
出
張
所

陸

上

自

衛

隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

群
馬
労
働
局
監
督
課

労

働

契

約

法

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

　育成会などの地域団体が、家庭か

ら出る資源ごみを日時や回収場所を

決めて回収し、資源として再利用す

る活動に対し、奨励金を交付します。

　資源ごみの回収は、資源の有効利

用、ごみの減量にもつながるほか、

ものを大切にする意識の高揚、地域

のコミュニティづくりにも役立ちま

すので、積極的にご参加ください。

□対象となる資源ごみ　紙類・空び

ん類・金属類・布類

□対象団体　本町の住民で構成され

た営利を目的としない団体（育成

会、ＰＴＡなど）

□交付金額　資源ごみを廃品回収業

者などに売却した量に応じ、１キ

ログラムにつき７．６円（１円未満の

端数は切り捨て）

□申請方法　事業実施前に資源ごみ

回収推進団体の登録をし、実施後

１か月以内に、資源引取業者の仕

切伝票の写しなどを揃えて、申請

書を環境課へ提出する

※詳しくは、環境課（内線１３２）へ。

資源ごみ回収奨励金

ス
バ
ル
地
域
交
流
会
事
務
局

ス
バ
ル
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

い
ず
み
の
杜

お

も

ち

ゃ

の

病

院

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
園
芸
指
導
課

婚

活

パ

ン

作

り

申請してください
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□
受
験
資
格
　

・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人

・
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
者

□
定
員
　
　
人
（
推
薦
入
学
者
を

４０

含
む
）

□
修
業
年
限
　
３
年

□
願
書
受
付
期
間
　
　
月
　

日

１２

１７

　
～
平
成
　
年
１
月
　
日
　
　

（月）

２５

１０

（木）

必
着

□
試
験
日

・
第
１
次
試
験
…
平
成
　
年
１
月

２５

　
日
　

１６

（水）

・
第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合

格
者
の
み
）
…
平
成
　
年
１
月

２５

　
日
　

２５

（金）

□
試
験
場
所
　
館
林
高
等
看
護
学

院
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
９
７

の
１
）

□
試
験
科
目

・
第
１
次
試
験
…
国
語
総
合
（
現

代
文
の
み
）
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
数

学
Ⅰ
・
Ａ

・
第
２
次
試
験
…
小
論
文
、
面
接

試
験

□
受
験
料
　
２
万
円
（
郵
便
普
通

為
替
に
よ
る
）

※
出
願
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
館

林
高
等
看
護
学
院
（
緯
　
・
７
１

７３

７
５
）
へ
。

【
健
や
か
広
場
】

　
町
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
関
す
る
健
康
相
談
を
行
い
ま

す
。
参
加
者
同
士
の
交
流
の
場
と

し
て
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
栄
養
相
談
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
事
前
に
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

２１

（金）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

１５

１１

（
午
前
９
時
　
分
ま
で
に
お
越

４５

し
く
だ
さ
い
）

□
内
容
　
子
育
て
ミ
ニ
講
話
、
身

長
体
重
測
定
、
個
別
相
談
、
母

子
保
健
推
進
員
さ
ん
と
の
交
流

（
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
手
遊
び
、

手
作
り
お
や
つ
の
試
食
な
ど
）

□
持
参
す
る
物
　
母
子
健
康
手
帳

【
に
こ
に
こ
親
子
健
康
講
座
】

　
健
や
か
広
場
に
あ
わ
せ
て
、
子

育
て
に
役
立
つ
ミ
ニ
講
話
を
実
施

し
ま
す
。
ミ
ニ
講
話
だ
け
の
参
加

も
可
能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
託
児
を

希
望
す
る
人
は
、
当
日
、
受
付
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

２１

（金）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１０

３０

□
内
容
　
「
無
理
な
く
で
き
る
！

生
活
リ
ズ
ム
の
整
え
方
」

□
講
師
　
遠
藤
ち
づ
こ
氏
（
幼
児

教
育
セ
ン
タ
ー
保
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

健
康
づ
く
り
課
（
緯
　
・
２
１
２

６２

１
）
へ
。

館
林
高
等
看
護
学
院

館

林

高

等

看

護

学

院

学

生

健
康
づ
く
り
課

健

や

か

広

場

・

に
こ
に
こ
親
子
健
康
講
座

　大泉町における火災・救急などの通報は、太

田市消防本部内にある通信指令課で受信してい

ます。一刻一秒を争う災害活動や人命救助を行

うために、緊急通報はたいへん重要です。１１９

番通報のしかたをご紹介します。

■火災の場合の通報例

【消防本部】火事ですか、救急ですか。

【通報者】火事です。

【消防本部】何が燃えていますか。

【通報者】自宅台所の天ぷら鍋が燃えて、天井ま

で燃え上がっています。

※できる限り具体的に伝えてください。

【消防本部】消防車が向かうお宅の住所と世帯主

のお名前は。

【通報者】大泉町寄木戸６１４－１、消防太郎です。

■救急の場合の通報例

【消防本部】火事ですか、救急ですか。

【通報者】救急です。

【消防本部】病気ですか、けがですか。

【通報者】病気です。

【消防本部】救急車が向かうお宅の住所と世帯主

のお名前は。

【通報者】大泉町寄木戸６１４－１、消防太郎です。

【消防本部】何歳の人がどうされましたか。

【通報者】６２歳の夫が突然倒れて意識がないよ

うです。

※できる限り具体的に伝えてください。また、

以後の問い合わせのため電話番号を聞く場合が

あります。

■携帯電話など（ＰＨＳを含みます）からの通報

　通報手段は固定電話が依然として主流です

が、全通報件数に占める携帯電話などからの割

合は増加を続けています。平成１０年に５％で

あったものが、平成２３年には２９％となり今後も

緩やかに増加するものと考えられます。

　携帯電話などからの通報では、通報者が周辺

の地理に詳しくない場合や、電波状態不良によ

る通話の途切れなどから、災害場所の特定に時

間がかかり、消防隊などの到着が遅れるおそれ

があります。

　通報する場合は、付近の大きな目標となる建

物などを伝えるか、または地元の人に通報を依

頼するなど、ご協力をお願いします。

※詳しくは、太田市消防本部通信指令課（緯３３・

０１１９）へ。

１１９番通報のしかた
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図書館の本やＤＶＤを借りるためには

「図書利用券」が必要です。必ず持ってき

てくださいね。

■住所　大泉町中央３－１１－２１

■ホームページアドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/

■携帯アドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/i/
緯63・6399緯63・6399

図書館休館日

晶３０日・捷２６日・１１月

捷１０日・捷３日・１２月

昇２５日・捷１７日

年末年始などの休館

松～１月４日晶２９日・１２月

捷７日・１月

１階　視聴覚ホール

ビデオ上映会in 図書館

上 映 予 定 作 品上 映 日

トーヴェ・ヤンソンの
ムーミン

プライド
運命の瞬間

１２月１６日掌
午前１０時～

午後１時３０分～

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◎
ど
ん
ぐ
り
の
会

□
期
日
　
毎
週
木
曜
日
（
第
５
週

を
の
ぞ
く
）
　

□
時
間
　
午
後
２
時
　
分
～

３０

◎
て
ん
と
う
虫
の
会
と
個
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

□
期
日
　
毎
週
土
曜
日

□
時
間
　
午
後
２
時
～

◎
日
曜
日
の
読
み
聞
か
せ

・
大
泉
・
学
生
読
み
聞
か
せ
の
会

□
期
日
　
第
１
日
曜
日

□
時
間
　
午
後
２
時
～

・
か
た
つ
む
り
の
会
（
お
父
さ
ん

た
ち
の
読
み
聞
か
せ
会
）

□
期
日
　
第
３
日
曜
日

□
時
間
　
午
前
　
時
～

１１

※
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
学
生

と
お
父
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
朗
読
の
会
】

□
期
日
　
　
月
９
日
　
　

１２

（日）

催
し
も
の
案
内

お
楽
し
み
盛
り
だ
く
さ
ん

直
子
著
／
『
と
に
か
く
わ
か
り
や

す
い
着
こ
な
し
自
在
の
ニ
ッ
ト

レ
ッ
ス
ン
』
せ
ば
た
や
す
こ
著
／

『
立
体
切
り
紙
か
わ
い
い
小
物
』
大

原
ま
ゆ
み
著
／
『
有
元
葉
子
の
ひ

き
肉
料
理
』
有
元
葉
子
著
／
『
ナ

メ
ク
ジ
の
言
い
分
』
足
立
則
夫
著

／
『
こ
れ
が
物
理
学
だ
！
』
ウ
ォ

ル
タ
ー
・
ル
ー
ウ
ィ
ン
著
／
『
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
科
学
史
』
小
山
慶
太

著
〈
児
童
書
〉

『
あ
ん
た
が
サ
ン
タ
？
』
佐
々
木
マ

キ
絵
／
『
あ
っ
ち
の
豚
こ
っ
ち
の

豚
』
佐
野
洋
子
作
・
絵
／
『
こ
な

い
か
な
、
ロ
バ
の
と
し
ょ
か
ん
』

ジ
ョ
ン
・
パ
ッ
ラ
絵
／
『
と
し
ょ

か
ん
ね
ず
み
２
』
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー

ク
作
／
『
ふ
う
と
は
な
と
き
じ
』

い
わ
む
ら
か
ず
お
作
／
『
い
つ
も

い
つ
ま
で
も
い
っ
し
ょ
に
！
』

フ
ー
ス
・
コ
イ
ヤ
ー
作
／
『
地
獄

坂
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
！
』
ル
イ
ス
・

サ
ッ
カ
ー
作
／
『
ハ
ン
ナ
の
学
校
』

グ
ロ
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ラ
ン
作
／
『
小

さ
な
ミ
ン
デ
ィ
の
大
か
つ
や
く
』

バ
ー
バ
ラ
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
ク
絵

／
『
木
の
葉
の
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
』

ケ
イ
ト
・
メ
ス
ナ
ー
著
／
『
あ
か

ち
ゃ
ん
社
長
が
や
っ
て
き
た
』

マ
ー
ラ
・
フ
レ
イ
ジ
ー
作
／
『
き
ょ

う
り
ゅ
う
の
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ

ん
』
あ
き
や
ま
た
だ
し
作
・
絵
／

『
あ
い
う
え
お
の
え
ほ
ん
』
西
村
繁

男
絵
／
『
い
つ
も
み
て
い
た
』
ジ
ャ

ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
作
／
『
オ

レ
た
ち
の
明
日
に
向
か
っ
て
』
八

束
澄
子
著

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
場
所
　
１
階
第
１
会
議
室

〈
一
般
書
〉

『
無
花
果
と
ム
ー
ン
』
桜
庭
一
樹
著

／
『
本
に
だ
っ
て
雄
と
雌
が
あ
り

ま
す
』
小
田
雅
久
仁
著
／
『
あ
と

少
し
、
も
う
少
し
』
瀬
尾
ま
い
こ

著
／
『
修
羅
ゆ
く
舟
』
蜂
谷
　
涼

著
／
『
見
知
ら
ぬ
国
へ
』
北
　
杜

夫
著
／
『
ク
ラ
ウ
ド
ク
ラ
ス
タ
ー

を
愛
す
る
方
法
』
窪
　
美
澄
著
／

『
誰
も
い
な
い
』
小
手
鞠
る
い
著
／

『
踊
る
猫
』
折
口
真
喜
子
著
／
『
編

集
ガ
ー
ル
！
』
五
十
嵐
貴
久
著
／

『
南
極
風
』
笹
本
稜
平
著
／
『
千
年

鈴
虫
』
谷
村
志
穂
著
／
『
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
』
新
野
剛
志
著

／
『
萬
月
な
日
々
』
花
村
萬
月
著

／
『
モ
ビ
ー
ル
で
つ
づ
る
３
６
５

日
』
よ
し
い
い
く
え
著
／
『
図
説

戊
辰
戦
争
』
木
村
幸
比
古
編
著
／

『
拉
致
と
決
断
』
蓮
池
　
薫
著
／

『
陶
芸
実
践
絵
付
け
ア
イ
デ
ア
帖

下
絵
付
け
編
』
野
田
耕
一
著
／
『
逃

走
』
薬
丸
　
岳
著
／
『
ソ
ロ
モ
ン

の
偽
証
　
第
３
部
』
宮
部
み
ゆ
き

著
／
『
永
遠
者
』
辻
　
仁
成
著
／

『
禁
断
の
魔
術
』
東
野
圭
吾
著
／

『
妖
し
い
関
係
』
阿
刀
田
　
高
著
／

『
萩
殺
人
事
件
』
内
田
康
夫
著
／

『
汚
れ
ち
ま
っ
た
道
』
内
田
康
夫
著

／
『
キ
オ
ス
ク
の
キ
リ
オ
』
東
　

本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

新
着

　参加した人にはプレゼントもあります。

ぜひご参加ください。

□期日　１２月２３日掌

□時間　午後１時３０分～

□場所　図書館１階視聴覚ホール

□内容　クリスマスのお話、クリスマスに

ちなんだゲームなど

□出演　群馬大学のお兄さん、お姉さん

□対象　どなたでも参加できます

□費用　無料

※希望者は、当日、直接会場へお越し

ください。詳しくは、

図書館（緯６３・６３９９）へ。

子ども

お楽しみ会



(13) 広報おおいずみ　Ｈ24.11.25　Vol.751

　
対
象
に
記
載
の
な
い
も
の
は
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
ク
リ
ス
マ
ス
会
〉

□
期
日
　
　
月
８
日
　

１２

（土）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

□
内
容
　
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ほ
か

〈
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
・
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
を
作
ろ
う
〉

　
群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校
の
先

生
が
来
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

２７

（木）

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
対
象
　
小
学
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

４０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
　
　
月
１
日
　

１２

（土）

□
費
用
　
無
料

〈
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
〉

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

２１

（金）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
出
し

物
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
ほ
か

〈
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
で
い
っ
ぱ
い

に
し
よ
う
〉

□
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
日
　

１１

２６

（月）

３０

（金）

午
後
３
時
～

□
内
容
　
い
ろ
い
ろ
な
ク
リ
ス
マ

ス
飾
り
の
製
作
な
ど
を
し
ま
す

〈
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
〉

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

２１

（金）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
内
容
　
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ

ス
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
ほ
か

〈
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
〉

□
期
日
　
　
月
５
日
　

１２

（水）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～

３０

□
内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
で
使
う

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す

□
対
象
　
小
学
２
年
生
以
上

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

〈
ク
リ
ス
マ
ス
会
〉

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

２１

（金）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
内
容
　
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、

ゲ
ー
ム
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

□
対
象
　
小
学
生

〈
杜
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
〉

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

２３

（日）

□
時
間
　
午
後
１
時
～
３
時

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
ラ
ウ
ン
ジ

□
内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

よ
る
吹
奏
楽
演
奏
、
歌
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
ほ
か

□
出
演
　
ホ
ク
レ
ア
フ
ラ
メ
イ
ト

大
泉
、
テ
ィ
ア
・
ド
ロ
ッ
プ
、

大
泉
保
育
福
祉
専
門
学
校
音
楽

あ
そ
び
、
西
邑
楽
高
校
吹
奏
楽

部
ほ
か

■
　
月
５
日
昌
　
午
前
９
時
　
分

１２

３０

か
ら
受
付
を
開
始
す
る
教
室

〈
朝
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
９
日
・

２５

　
日
・
　

日
・
　

日
（
毎
回
水

１６

２３

３０

曜
日
）
　
午
前
　
時
　
分
～
　

１０

３０

１１

時
　
分
３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
〉

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
・

２５

１１

　
日
・
　
日
（
毎
回
金
曜
日
）
　

１８

２５

午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
１
５
０
０
円

〈
朝
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
〉

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
８
日
・

２５

　
日
・
　
日
（
毎
回
火
曜
日
）
　

２２

２９

午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
１
２
０
０
円

〈
１
月
踏
み
台
ス
テ
ッ
プ
運
動
〉

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
・

２５

１０

　
日
・
　

日
・
　

日
（
毎
回
木

１７

２４

３１

曜
日
）
　
午
前
　
時
　
分
～
　

１０

３０

１１

時
　
分
３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
１
６
０
０
円

〈
供
お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う
！
僑
季

節
の
キ
ル
ト
教
室
〉

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
・

２５

２２

　
日
（
毎
回
火
曜
日
）
　
午
後

２９２
時
～
４
時

□
定
員
　
　
人
１６

□
参
加
費
　
１
５
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）

■
　
月
５
日
昌
　
午
後
６
時
か
ら

１２受
付
を
開
始
す
る
教
室

〈
夜
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
９
日
・

２５

　
日
・
　

日
・
　

日
（
毎
回
水

１６

２３

３０

曜
日
）
　
午
後
７
時
　
分
～
８

３０

時
　
分
３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
夜
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
〉

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
８
日
・

２５

　
日
・
　
日
（
毎
回
火
曜
日
）
　

２２

２９

午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
１
２
０
０
円

〈
ズ
ン
バ
教
室
〉

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
９
日
・

２５

　
日
・
　

日
・
　

日
（
毎
回
水

１６

２３

３０

曜
日
）
　
午
後
７
時
　
分
～
８

３０

時
　
分
３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
１
６
０
０
円

〈
手
作
り
豆
腐
教
室
〉

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２０

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
定
員
　
　
人
１０

□
参
加
費
　
１
１
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）

■
共
通
事
項

□
対
象
　
高
校
生
以
上
で
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
者
を
優
先

□
申
込
方
法
　
い
ず
み
の
杜
へ
直

接
、
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
い
ず
み
の
杜
（
緯

　
・
０
０
３
５
）
へ
。

２０

   西
児
童
館

緯
　
・
４
６
８
９
   

６２

   東
児
童
館

緯
　
・
０
１
３
３
   

６２

   南
児
童
館

緯
　
・
１
７
２
１
   

６３

   北
児
童
館

緯
　
・
３
８
２
０
   

６３

緯20・0035

杜
の
お
知
ら
せ

杜
か
ら
あ
な
た
へ

杜
の
教
室
案
内

集
・
学
・
遊

捷３日・１２月
捷１０日
捷１７日
昇２５日

年末年始休館日
・１２月２９日松～

１月４日晶

いずみの杜

１２月の休館日
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元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
り
ん
ご
ベ
ル

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ウ
サ
コ

▼

匿
名
希
望

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

 長  谷  川 
は せ がわ

 春 
はる

 子 さん（７区・・８１歳）
こ

第一長生クラブ

「ひ孫たちがかけ

てくる電話も楽し

みなんです」と話

す長谷川さん。

供供
ば
あ
ば

ば
あ
ば
僑僑
とと
慕
っ
て
く
れ

慕
っ
て
く
れ
るる

ひ
孫
に
も

ひ
孫
に
も
恵恵
ま
れ
ま
し

ま
れ
ま
し
たた

二
日
前
電
話
せ
し
人
世
を
去
れ
ば

夢
か
 現
 か
思
い
渦
巻
く

う
つ
つ

木
村
ふ
み
子
（
　
区
）

２５

天
髙
く
実
り
の
秋
に
感
謝
し
て

こ
の
先
平
ら
に
参
ら
せ
賜
と

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

－

や
よ
い
短
歌
会

－

異
常
気
象
国
際
不
安
次
々
と

心
や
す
ま
ら
ず
う
た
も
作
れ
ず

木
月
美
世
子
（
　
区
）

２３

コ
ン
ビ
ニ
の
少
し
重
た
き
袋
さ
げ

銀
杏
落
葉
の
上
歩
み
お
り

鈴
木
好
子
（
　
区
）

２７

曇
り
夜
に
月
下
美
人
の
開
花
待
つ

キ
ム
ヨ
ン
ジ
ャ
の
曲
静
か
に
流
し
て

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

久
々
に
夜
の
雨
音
き
き
お
り
ぬ

待
ち
こ
が
れ
た
る
こ
の
雨
音
を

富
山
準
子
（
　
区
）

２５

半
年
ぶ
り
の
ゴ
ル
フ
に
体
を
慣
す
べ
く

三
日
前
よ
り
素
振
り
始
め
る

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

風
の
道
此
処
に
あ
る
ら
し
木
犀
の

香
り
か
す
か
に
匂
ひ
来
た
り
ぬ

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

藁
を
焼
く
け
む
り
が
今
日
も
た
な
び
け
る

夕
道
歩
け
り
約
六
千
歩

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

湯
気
の
た
つ
栗
赤
飯
を
供
え
ゆ
く

祭
り
の
朝
屋
敷
稲
荷
に

大
町
　
操
（
太
田
市
）

よ
う
や
く
に
台
風
一
過
澄
む
空
に

秋
の
お
と
づ
れ
綿
雲
の
わ
く

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

雨
上
り
息
子
と
二
人
で
寺
参
り

長
い
参
道
手
を
ひ
か
れ
行
く

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

昼
の
間
は
残
暑
き
び
し
く
あ
り
た
れ
ど

夕
べ
は
秋
の
涼
し
さ
と
な
る

平
田
　
薫
（
　
区
）

１５

漸
く
に
涼
し
く
な
り
た
る
こ
の
夕
べ

猫
嬉
し
気
に
わ
が
膝
に
乗
る

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

か
ろ
う
じ
て
帰
国
せ
し
孫
二
学
期
の

始
業
に
間
に
合
い
入
学
果
た
す

村
田
厚
子
（
２
区
）

明
け
方
の
急
な
冷
え
込
み
に
戸
惑
い
て

起
き
出
し
探
す
薄
き
肌
掛
け

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

短短
　
　
　
歌歌

　大泉町で生まれ育ち、結婚後も子育て

をしながら働いていました。仕事を辞め

てからは、夫とボランティア活動をした

り、母子保健推進員や食生活改善推進員

を務めました。食改推では初代会長を務

め、当時、安くていい食材を探し求めて、

副会長とあちこちへ出かけたのがいい思

い出です。何でも始まりが大変で、立ち

上げた当初はいろいろと苦労しました

が、思い返すと張り合いもありましたね。

　今では近くに優しい息子や孫もおり、

“ばあば”と慕ってくれるひ孫たちにも恵

まれました。ひ孫が遊びに来るたびに驚

くほどの成長を感じます。７区の皆さん

にもいつもお世話になるばかりですが、

これから先も健康に気をつけて、地域の

皆さんと歩んでいきたいと思います。
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広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法
　
広
報
情
報
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
（
緯
　
・
６３

３
１
１
１
　
内
線
２
１
５
）
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
・
３
９
２
１
、
Ｅ

６３

メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.oiz

um
i.g
unm
a
.jp

）
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

ぶぶ
ら
り

ぶ
ら
り

【
幻
の
鉄
道
跡
】

　
町
民
野
球
場
の
東
側
を
歩
い
て

い
る
と
、
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
壁
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
大

泉
町
と
熊
谷
市
を
鉄
道
で
結
ぶ
橋

を
架
け
る
た
め
の
橋
脚
部
分
で
、

以
前
は
、
利
根
川
の
中
に
も
い
く

つ
も
残
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

今
で
は
こ
の
１
基
を
残
す
だ
け
と

な
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。

　
廃
線
敷
跡
に
造
ら
れ
た
「
い
ず

み
緑
道
」
を
南
へ
向
か
っ
て
行
く

と
、
こ
の
橋
脚
に
 辿
 り
つ
く
の
で
、

た
ど

一
息
つ
い
て
、
利
根
川
を
眺
め
な

が
ら
、「
橋
が
で
き
て
た
ら
…
」
な

ど
と
想
像
し
て
み
る
の
も
楽
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

電
線
に
楽
譜
の
や
う
に
止
ま
る
鵯

撒
水
す
る
を
監
視
す
る
ご
と

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

仰
ぎ
見
る
黄
ば
み
は
じ
め
し
ユ
リ
の
木
は

秋
の
陽
を
受
け
新
緑
の
ご
と
し

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

窓
を
被
い
ひ
と
夏
繁
り
し
に
が
瓜
の

葉
の
黄
ば
み
初
め
秋
近
づ
き
ぬ

高
瀬
　
壽
（
　
区
）

１０

血
糖
値
気
に
な
る
我
は
山
程
の

お
は
ぎ
作
れ
ど
口
に
は
入
れ
ず

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

１１月３日、町公民館で、大泉ユネスコ協会

主催の「第８回大泉町世代間交流意見発表

会」が行われました。年齢や国籍の異なる

１０人が、体験を基にした意見発表を行い、

会場からは大きな拍手が送られました。

　
大
泉
町
世
代
間
交
流
意
見
発
表
会
　

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
第
２
回
環
境
フ
ェ
ア
　

１１月４日、町公民館で「第２回環境フェ

ア」が行われました。会場では、ポイ捨て

防止ポスターの展示や緑のカーテン写真展

などのコーナーが用意され、集まった皆さ

んは、環境への意識を高めていました。

１１月２日、文化むらで、町発足５５周年記

念事業として、ＮＨＫラジオ第１「ふるさ

と自慢うた自慢」の公開収録が行われまし

た。大泉町を全国にＰＲしたこの番組は、

来年２月２３日松と３月２日松の２週にわ

たって放送される予定です。

　
「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
公
開
収
録
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Twitterで情報発信しています！

http://twitter.com/oizumi_koho

　ＦＭラジオ76.7MHz１２月（師走）

昼12：50～13：00月～金曜日

町の新鮮な話題をご紹介！３日捷・５日昌・７日晶

健康づくり課からのお知らせ
～こころの健康～

４日昇・６日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１０日捷・１２日昌・１４日晶

町公民館のお知らせ
～公民館情報～

１１日昇・１３日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１７日捷・１９日昌・２１日晶

図書館へ行こう！
～図書館あれこれ～

１８日昇・２０日昭

町の新鮮な話題をご紹介！２４日捷～２８日晶、３１日捷

※４月放送分から昼の放送のみとなりました。

受 付 時 間対　　 象　　 者会　 　 場種　 　 　 　 目曜日日

１２月

午前１０:００～１１:３０妊婦およびその家族（申込制）保健福祉総合センター両 親 学 級（ 休 日 ）日２

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談
月３

〃乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談

午後１:００～２:００Ｈ２４.８.１～Ｈ２４.８.３１生〃Ｂ Ｃ Ｇ火４

〃ポリオ予防接種未接種者（申込制）〃ポ リ オ 予 防 接 種木６

〃〃〃ポ リ オ 予 防 接 種金７

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談
月１０

午後１:００～２:００ポリオ予防接種未接種者（申込制）〃ポ リ オ 予 防 接 種

〃〃〃ポ リ オ 予 防 接 種火１１

午後１:００～１:３０Ｈ２２.１１.１～Ｈ２２.１１.３０生〃２歳児歯科健康診査木１３

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談月１７

午後１:００～１:３０Ｈ２４.８.１～Ｈ２４.８.３１生〃４か月児健康診査火１８

〃Ｈ２１.９.１～Ｈ２１.９.３０生〃３ 歳 児 健 康 診 査水１９

〃Ｈ２３.５.２１～Ｈ２３.６.２０生〃１歳６か月児健康診査木２０

午前９:１５～１１:００希　　望　　者〃健 や か 広 場
金２１

午後１:００～１:３０Ｈ２４.５.１～Ｈ２４.５.３１生〃７か月児健康診査

電話で確認してから受診してください姿日曜・祝日当番医
歯　　科耳  鼻  科外　　科小児科を標榜している内科内科（館林市）内科（邑楽郡）月　日

館林邑楽
歯科保健医療
センター

館林７３・８８１８

今村クリニック
邑楽７０・２２２１

館林医院
館林７４・２１１２

小児科おぎわらクリニック
大泉６１・１１３３

さくま内科胃腸科クリニック
館林５５・２５００

加藤医院
邑楽８９・１０３１

１２月２日掌

　　　　　
堀井乳腺外科クリニック
館林５５・２１００

うえの医院
館林７２・３３３０

後藤内科医院
館林７２・０１３４

群馬アレルギー疾患呼吸器内科
病院　邑楽８８・５６７８

１２月９日掌

板倉耳鼻咽喉科クリニック
板倉８０・４３３３

田沼整形外科医院
邑楽８８・９２２３

金丸内科医院
邑楽８８・３２００

長谷川クリニック
館林８０・３３１１

横田胃腸科内科
館林７２・４９７０

須田内科医院
大泉６３・１４１４

１２月１６日掌

　　　　　
高木整形外科
大泉６２・６６１１

小西医院
千代田８６・２２６１

真中医院
館林７２・１６３０

安良岡医院
館林７２・０５７２

たなか医院
大泉６２・２８８１

１２月２３日掌

　　　　　
井上整形外科医院
板倉８２･１１３１

小林内科医院
邑楽８８・８２７８

菅沼医院
館林７２・９０９０

多々良診療所
館林７２・３０６０

蜂谷病院
大泉６３・０８８８

１２月２４日捷

　　　　　
堀井乳腺外科クリニック
館林５５・２１００

ミツワ診療所
明和７０・３０３０

星野こどもクリニック
館林７０・７２００

館林記念病院
館林７２・３１５５

みづほクリニック
大泉２０・１１２２

１２月３０日掌

　　　　　
田沼整形外科医院
邑楽８８・９２２３

館林厚生病院
館林７２・３１４０

吉田内科クリニック
館林７０・７１１７

湯沢医院
大泉６２・２２０９

１２月３１日捷

　　　　　
高木整形外科
大泉６２・６６１１

館林厚生病院
館林７２・３１４０

松井内科医院
館林７５・９８８０

いたくら内科クリニック
板倉７０・４０８０

１月１日昇

　　　　　
井上整形外科医院
板倉８２・１１３１

館林厚生病院
館林７２・３１４０

ハートクリニック
館林７１・８８１０

かさはら内科医院
邑楽５５・２５３７

１月２日昌

　　　　　
ふじの木整形・内科クリニック
板倉９１・４０７０

益田小児科医院
大泉６２・５５３５

長谷川クリニック
館林８０・３３１１

落合医院
館林７２・３１６０

加藤医院
邑楽８９・１０３１

１月３日昭

◆１２月２９日松は、休日当番医がありませんので、診療の有無については各医療機関へお問い合わせください。
　歯科は、館林邑楽歯科保健医療センターが対応します。
◆内科、外科の診療時間は午前９時～午後５時まで、耳鼻科の診療時間は午前９時～午後１時までです。
◆館林邑楽歯科保健医療センターの診療時間は、午前９時～正午、午後１時～３時です。
◆小児科のみ、婦人科のみ診療する医療機関もありますので、事前に電話でご確認ください。
◆時間外、夜間などは、救急医療テレホンサービス（緯４５・７７９９）で受診できる病院などを紹介します。

表紙：１１月１７日、西児童館で行われたらくがき

大会。子どもたちは、カラフルな絵の具を使って、

窓ガラスいっぱいに思い思いの絵を描いていまし

た。参加した、ある女の子は、窓に描かれたハー

トとリボンの絵を指さして、「かわいく描けたよ」

とうれしそうに話していました。


